
令和 5年度 理数科 玉島サイエンス探究 I(4授業時間 1ユニット)

令和 5年度実施

情幸R,舌用

ワ∵クシー ト



サイエンスミツション

。「1.5秒前進→右旋回→1.5秒前進う=Wを繰り返しながら正方形に移動する」プログラムを作成せよ !
。「スタート地点から8の字を描きながらスタート地点に移動する…を5回繰り返す」プログラムを作成せよ!

月 日 ( )実施  1年 理数科 番 氏名

玉島サイエンス探究 I 情報活用 I「プ ング 1年理数科用  No.1

1.専用ソフトウエア「ビュートビ)レダー2」 の起動

→デスクトップ上のショートカウトアイコンをダブルクリック

2.プログラムの作成について

*作成前にPCにロボツトをケーブルで接続すること(右図)。

窃.)1.5秒間前進した後′1.5秒間後退するプログラム
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3.プログラムの書き込み

PC画面上に「接続中」と表示されていることを確認し′確認ツールノヽ―の「書込」ボタンをクリックする。

「書込」ボタンをクリックすると′書き込み中であることを表すメッセージが表示される。書き込み終了後′

PC画面上から自動的にメッセージが消える。

4.プログラムの実行 (右図)

(1)ケーフリレを外す。

(2)電源を ONにする。

(3)CPUボードのスイツチを押す。

*プログラムを途中で終了させる場合はァ

ロボットの電源を OFFにする。
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rモータの設定」

ものモータの設定

設定を受新する

課題 1

課題 2

以下のプログラムを作成しましようぅ

「115秒前進→右旋回→ 1.5秒前進→…を繰り返しながら正方形に移動する」

*モータスピードの調整を行う場合       *モ ータブロツクの実4子時間を設定する場合

→
吟

*作成後′プログラムを以下の通り保存した後′実行すること。

・「フアイル」→「名前を付けて保存」→保存先とフアイル名を設定ち「保存」

・[保存先]デスクトップ′[ファイル名]課題 1_生徒 1氏名・生徒 2氏名

以下のプログラムを作成しましよう。

「スタート地点から8の字を摘きながらスタート地点に移動する…を 5回繰り返す」

*ある回数だけ同じ動作を繰り返す場合  窃.)「 1.5秒前進と i5秒後退を繰り返す」プログラム

繰り違しプロック

繰り返しの先頭

繰り返 しの終わり

汽
きめられた回数だけ

繰り返す場合

回く斑 す

間につなん`れた

フロックを4興り返す

電源が切れるまで、

すつと繰り返す場合

回数を変えるだけて、

嘲単に繰り返し回数を変更てきる

*作成後′プログラムを以下の通り保存した後′実行すること。

。「フアイル」→「名前を付けて保存」→保存先とフアイル名を設定→「保存」

・[保存先]デスクトップ′[ファイル名]課題2_生徒1氏名・生徒2氏名

B基準と比較して相互評価し′その評価のポイントも記入し合おう。

相互評価 (B以上はA′ 以下はC)

B:ペアで協力しながらプログラムの作成ができた。

評価のポイント 【記述評価】

【サイエンスミッション】は′( 達成できた 。 達成できなかつた )。

まとめ 今回の実習を通して′気づいたことを整埋して書き残そう。
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サイエンスミツシヨン

月   日 (  )実施  1年理教科 番 氏名

玉島サイエンス探究 I 情報活用I「プログラミング」

1.センサを用いた条件分岐について

*赤外線センサ

1年理教科用  No.2

*条件分岐ブロック

餌。)「一度ボタンを押したら′机の上では右旋回′持ち上げたらオレンジの LEDを光らせる」プログラム

&駆糠

鰻

嫌 例 :ピユートローメヽ一の

赤外線センサ。ピユート

ミニARMのセンサも
1翻じ仕組み

*センサイ直の確認

課題 3

車

赤はNoの時

膏はYesの時

以下のセンサイ直を調べましよう。

`用紙の余白 :センサ1(    )′ センサ2(    )

・黒いライン:センサ1(    )′ センサ2(    )

蜘 のl直は

μ90 ~

世ツJ専 ?ヽ」

400より大きいときは
オ Iノツジの IF「う 15秒 闇点灯

課題 4 以下のプログラムを作成しましようて

「用紙に引かれた黒いラインを辿り続けて最速でゴー)レを目指す」

*作成後′プログラムを以下の通り保存した後′実行すること。

・「フアイル」→「名前を付けて保存」→保存先とフアイル名を設定→「保存」

・[保存先]デスクトップ′[ファイル名]課題 3_○回目_生徒 1氏名・生徒 2氏名

*プログラムの実行結果を以下に記録すること。

センサ」

センサ 2

センサエリアに

センサの値が表示

たヽ時と、持ち上げた時の値の

ン十を動作させながら、

「続ける」に設定すること

で、セツサを取りこぼさす

、_Dポットを頸1かせる

4∞より小さいときは

。 |■ |

r il,F IⅢⅢⅢ

1回目 2回目 3回目 4回目 5回目

ライン上走行時間 秒 秒 秒 秒 秒

完たは… ( できた 1 できなかつた ) 〔 できた ' できな力lつた ) ( できた 1 できなかつた ) ( できた 1 できなかつた ) ( できた 1 できなかつた )

3



四 B基準と比較して相互評価し′その評価のポイントも記入し合おう。

相互評価(B以上はA′ 以下はc)

玉島サイエンス探究 I「 1青報活用 I」 を通して学んだことや′
″
実験
〃
or〃研究
〃
について気づいたこ

とをまとめよう。

レポート

B:ペアで協力しながらプログラムの作成ができた。

評価のポイント 【記述評価】

【サイエンスミツション】は,( 達成できた 。 達成できなかつた )。 ヽ
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